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第2本型界大戦初期のボーラント戦から フランス戦  またロシア ltア フリカ戦線て主
力戦車として活躍 した V号戦車 , 戦況に応 じ武装 曇甲防議力などの螂化 を絶えす行 ●
てきましたか ソ連の■34 アメリカ軍のM4戦車が大量に●l線へ投入 されると V号 |・車の
改Rt限 界にな |り  後縦のバンサー及びタイカー1型 に主力戦車の座 を譲 |り ましたが  ヽ
イ ツ姜甲戦開車両のなか ζ最も多 く生産 され 厳車史に名 を残 した優れた戦車です
V号 F,型 は短砲身装備の姜 1を 強化 したタイブで 最初はF型 と呼はれていましたが後
1長砲身装備型が開発 さオ|た ため 短砲身型 をFi型 長砲身型 ,F2型 と区

'1し

ました

V号 F2型 よソ連のア
`mm戦
車砲装備戦車■34に対抗 して 48口 径75mm戦車砲 を搭較 し

たタイアです

V=G型はF2型の装甲強化型 ζ外観 iほ とんとP型 と同じです
IG型 のテータ:
乗員 15名 奎長 :6∞ m 全計 268m 全幅 :288m 主砲 :75mm戦車砲 KwK40
エン,レ :H[120TRM V型60度 12気 筒 3001,6000`,い , 最大速度 :40kmrh(路 上 )
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接着 しな|で くたさい
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車体の相ら立て
Hu‖ Assemb[y

車体後部の組み立て

Rear Assemb[y

砲塔の取り付け
Tur et installation

晨篠0組み立て
Final Assembly
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車綸の取り付け
Wheel instalallon
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